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1 706票
４月６日・９日

８月17日

村幼・小・中学校の単独仮設校舎が完成
４月６日は川俣町に建設した草野・飯樋・臼石小学校で入学式を実施。４月９日には福島市飯野
町に建設した草野・飯樋幼稚園の仮設園舎で入園式を実施。飯舘中学校は２学期から福島市飯
野町に建設した仮設校舎で授業を開始。

2 592票 １０月７日・８日
福島県文化センターで「いいたて村文化祭」を２年ぶりに開催
約 800点の作品展示と13団体の発表が行われ、約 2300人が来場。８日には同会場で相馬
農業高校飯舘校が文化祭「紅葉祭」を開催。

3 537票 ７月13日
情報タブレット端末の配布が始まる
相馬大野台仮設住宅で先行配布し、その後、避難によりバラバラとなった2300世帯に配布。村か
らの情報がリアルタイムで受信でき、村民が顔を見て話せるテレビ電話での通話が可能となる。

4 469票 ７月17日
村の避難指示が、帰還困難・居住制限・避難指示解除準備の３つの区域に再編
長泥行政区にバリケードが設置される。

5 444票 ６月11日
国による村の避難区域見直し、村は３つの区域に見直す方針を国に提出
計画的避難区域から帰還困難・居住制限・避難指示解除準備の３区域に再編。６月15日に
国から、村の方針のとおり、避難区域見直しの決定通知が出される。

6 427票 10月29日
菅野典雄村長が無投票で村長選に当選
５期目がスタートし、飯野出張所に初登庁。

7 409票 ２月12日
福島市飯坂町のパルセいいざかで「いいたて村民ふれあい集会」を開催
1100人の村民が再開を喜び合う。

8 388票
３月24日～31日
７月24日～31日
８月２日～10日

中学生の海外研修事業を実施
未来への翼事業として、３月24日からは19人の中学生がドイツへ、７月24日からは22人の中学
生がイタリアへ訪れ現地で学習。８月２日からは16人がオーストラリア研修に参加。

9 324票 ８月31日、10月22日
国が草野向押（伊丹沢）・小宮・長泥で実施した農地除染の結果を公表
農地の表土剥ぎ取りで73～93％の低減。10月 22日には草野向押と小宮で除染後に試験作
付けされた水稲を刈り取り。放射性物質は検出下限値未満。

10 323票 １月８日
福島市飯野学習センターで成人式
新成人 80人のうち65人が出席。全国から飯舘村の新成人へ、無料で振袖貸し出しの支援が
行われる。

平成24年（２０１２年）村の１０大ニュース結果 （投票総数：９８０票）

平成24年（２０１２年）

村の10大ニュース
結果発表
第１位は「幼・小・中の仮設校舎完成」
応募総数９８０票から、９問正解で金賞に輝いたのは

西川義和さん（伊丹沢）。本人に代わり、妻の由美子さ

んと孫の神代優太くん（大久保・外内）が壇上に上り、

賞品の旅行券５万円分が村長から贈呈されました。受

け取った優太くんは「家族で旅行に行って、豪華な食

べ物を食べたいです」と喜びを語りました。

また、銀賞と銅賞がそれぞれ当選者に贈られました。
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復興計画第３版（案）の答申を受ける

▲菅野村長へ答申書を手渡す赤坂委員長

▲村外に整備する公営住宅の予定地
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答申で提案している主な計画

復興計画第３版では、村民一人ひとりに対する

支援として、以下のような事業についても計画され

ています。

●除染検証事業
放射線を可視化するガンマカ
メラで除染の効果検証

●生活道路整備事業
住宅の昇

じょうぐち

口を舗装し除染の
効果を高め再汚染を予防

●行政区集会所修繕事業
コミュニティ維持のための施
設である集会所を修繕

●一時帰宅支援事業
避難先からの一時帰宅のた
めの宿泊施設等を確保

●コミュニティバス運行事業
高齢者等の交通の足を確保するため
コミュニティバスの購入・更新・運営

※第３版が成立しましたら広報で詳しくお知らせします。

など


